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１．研究対象 
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 全68巻（本編58巻、別巻10巻） 

 テキスト化 
 2004年から開始 （DOC, TXT） 
 1～57巻を2016年インターネット公開 
 別巻は未公開のまま 

 

『渋沢栄一伝記資料』 



別巻 

日記 
慶応4年-大正3年 1 
大正4年-昭和5年、集会日時通知表 2 

書簡 
あ-そ 3 
た-わ、補遺 宛名人名録 4 

講演 
5 

談話 

雨夜譚、雨夜譚会談話筆記 
青淵百話、新聞・雑誌に掲載せられたる談話 明治期-大正期 6 
新聞・雑誌に掲載せられたる談話 大正期 7 
新聞・雑誌に掲載せられたる談話 大正期-昭和期、余録 8 

遺墨 9 
写真 10 

別巻の構成 
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『渋沢栄一伝記資料』別巻第１図版より 

本研究の対象 



『渋沢栄一伝記資料』別巻第１図版より 日記 慶応4年6月14日 

日記の例 
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◆◆41000000000◆ 
▼▼DKB10001m▼ 
★★B1001★ 
 
 
●●  自慶応四年六月十四日至明治元年十一月二日 1868● 
 
        ○原本概要 
 
         体裁。洋綴手帖。15.7cm×9.3cm.厚サ、0.8cm表紙黒革。見返シ、マーブル。細鉛筆挿付（破損ス）。ゴ
ム組紐付。 
 
         本文。用紙淡青色方眼紙。全六十一葉（一二二頁）。他ニ一葉破棄セシ跡アリ。見返シ、前後共本文側
裏面ニ本文用紙ヲ貼ル。記入ハ此ノ頁ヨリナサレタレバ、総記入ハ一二四頁。総テ鉛筆書キ。 
 
          中間記入覚書、末尾記入覚書ハ共ニ逆ノ方面ヨリ記入サル。 
 
 
 
 西暦 八月二日 我六月十四日 
 
朝八時御出発、八時半サンラサアール《西街道の汽車場》、九時五ミニユート、同所御発軔、直ニセイヌ御渡り 
 
ダニイールと名ク橋セイヌに架ス、長百六十メイトル、ポヲウルと云ふ鉄の類ニ而作ル、重サ百万キロ、鉄の突合せの捻ヂ
三百十七ネヂ、直ニBezonsといふ田舎セーヌの河上に架するなり、川上に架す橋九ツニ連架せり、壱橋毎ニ三十メイトル宛
あり、汽車道の左は総而大なる車輪を拵置、石を掘出し、巴里に運輸す、其右手は田畑多く、小溝を貯、諸の野菜を作り出し、
これを巴里に売る、尤富饒の土地ニ而景色も稍佳なり、村落毎ニ家富、人豊にして畑々の手入能行届けり 
 
巴里より半時ニ而汽車サンセルマンの森中を経過ス 



集会日時通知表の例 

7 『渋沢栄一伝記資料』別巻第２図版より 
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廿九日（木） 午前八時   佐藤女史来約（飛鳥山） 
 
       〃      小竹即一氏来約 
 
       〃八半時   木村雄次氏来約（飛鳥山） 
 
       午前十一時  首相官邸御訪門《（問）》 
 
       午後二時   帝国ホテルニテ米国大使ニ御面会 
 
       午後三時   尾高、芳賀両家結婚式（日比谷大神宮） 
 
       引続後五半  御披露晩餐会（帝国ホテル） 
 
三十日（金） 午前九時   木島孝蔵氏来約（事務所） 
 
       午前十時   修養団理事会（事務所） 
 
       午前十時   オロセ・ウエース氏来約（事務所） 
 
       午後〇半時  三井男爵催ウツヅ米大使送別会（今井町三井邸） 
 
       午後三時   リーブリツク氏講演会（女子大学） 
 
       午後六時   御同族会（事務所） 
 
卅一日（土） 午后三時   ヘボン講座委員会（帝大本部） 
 
  六月 
 
一日（日）  午後四時   中外商業新報社催向上助成会ノ為ニ御講演ノ約（同新報社） 
 
       午後五半時  浅野総一郎氏ヨリ御案内（同氏邸） 
 
二日（月）  午前十一時二十分 摂政宮殿下御婚儀御饗宴ニ付参内 
 
       午後二時   協調会理事会（同会館） 
 
       午后三時   吉池慶正、神田鐳蔵氏来約（事務所） 
 
       午後七時   日米関係委員会催ウツヅ大使送別会 
 
              （帝国ホテル）燕尾服勲章ナシ 



２．研究目的 
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 『伝記資料』別巻の内容や構造を再現できているか？ 

 長期保存に耐える形式なのか？ 

 データが何者かがわかるような形なのか？ 

既存テキストデータの課題 

 近現代日本語資料のTEIマークアップ手法の提案 

 可視化と分析による多角的な研究アプローチの提案 

 アーカイブズ資料への応用可能性の考察 

 

TEIマークアップによる課題解決と更なる成果 



３．研究内容 
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 『伝記資料』別巻の特徴を考慮したマークアップ方針 

 既存テキストデータを活用した半自動処理を実施 

 日本語特有の表現に対するマークアップ方法について考察 

3.1 TEIマークアップ 

 日記と集会日時通知表の特徴を活かした日付、時間、人名、地名を活用 

 GitHub上で公開サイトを構築 

 

3.2 可視化と分析（公開サイトに反映） 



3.1 TEIマークアップ 
基盤となる構造化されたデータの作成 
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『伝記資料』別巻の特徴を考慮したマークアップ方針１ 
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別巻1~2の全体構造 

第1巻 

第2巻 

日記 
［部］ 

年代 
［章］ 

年代 
［章］ 

日時通知表 
［部］ 

年代 
［章］ 

・・・・・・ 

別巻
［編］ 

①原資料のタイトル 

②原資料の概要 

③日記本文 

④補記 

①タイトル（年） 

②月、日 

③時間、予定 

④備考 

⑤補記 

 物理的構造：表紙, 凡例, 解題, 目次, 本文, 奥付などの1冊の書籍としての構成 
 内容的構造：編・部・章・節などの全体の内容的構成、本文内容構成 

 

※参考：TEIを用いた『渋沢栄一伝記資料』テキストデータの再構築, じんもんこん2020論文集, pp.47-52, 2020 

日記本文構造 集会日時通知表本文構造 



『伝記資料』別巻の特徴を考慮したマークアップ方針２ 
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 もととなった資料の来歴情報や出所といったコンテクスト情報を明確に表現すること 

原本概要 

<div type="archival-description"> 

<div type="archival-description"> 

<div type="archival-description"> 

編纂時のもととなった日記帳の概要 
大きさやページ数、保存状態、 
その他の物理的特徴など 

原資料 原本概要 

原本概要 

原資料 

原資料 

ｖ 
XX月XX日 

・・・ 

日記帳 

XX年 

ｖ XX月XX日 
・・・ 

日記帳 XX年 

※本文構成 

ｖ 
XX月XX日 

・・・ 

ｖ 
XX月XX日 

・・・ 

日記帳 

XX～XX年 



既存テキストデータを活用した半自動処理 
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• 既存のTXTファイルに含まれる特徴に
基づき、ルールベースによる構造化 

• 統制記号（〇, 【】, ▲など）、ID、改行など
による区分 

MeCabと近代文語UniDicを用い
た固有表現抽出による自動処理 

• 資料の構成に依存しないタグ付け（正規表現） 
• 資料構成に基づいた情報の補完（階層構造、文字列の順序） 

ID調整 



日本語特有のマークアップ方法の考察 
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• 上記のような課題は見つかったものの、詳細なテキストの表現までは至らなかった 
• 検討できなかった様々な表現がある（ルビ、記号、イメージなど） 
• ページ画像の確認が必要な状況 
• 今後の課題としたい 

※参考：TEIを用いた『渋沢栄一伝記資料』テキストデータの再構築, じんもんこん2020論文集, pp.47-52, 2020 

1. 縦書きを横書きのテキストにする際の問題 

2. 割書 



3.2 可視化と分析について 
多角的な視点から資料を眺める 
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全体像 
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原資料 『伝記資料』 
別巻第１，２ 

プレーン 
テキスト 

TEI（XML） 

テキスト化 

構造化 
マークアップ 

外部DB接続 

カレンダー 
表示ほか 

TEI viewer 

画像表示 

本文閲覧 

IIIF 

所蔵機関データベースへリンク 

RDF 

可視化 



公開サイトTOP 
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• 2021年春公開を目指して構築中 
• 今回紹介するサイトの、特に可視化部分については、実験的な取り組み内容を含むため一部不正確・不確実な

部分も存在。今後改善していく。 



全文表示 
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• TEI Viewerによる全文表示、IIIF Viewerによる画像表示 
• TEIで構造化されたテキストデータの階層構造を活用したコンテンツ（目次）の表示 



もととなった資料への結びつけ 
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テキストの構造化により原資料と該当テキストのつながりを実現（archival-description属性を活用） 



21 



タグ付けによる可視化ー日付、時間 
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時間情報を軸とし、多角的な観点からテキストを表示 

年別 
合計 

年別分布 
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月別分布 

日記本文 

日別時系列表示 



タグ付けによる可視化ー人名、地名 
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• テキスト内の人名と地名に、RDFによる外部DB情報を接続 → 情報を拡張 
• 人名→人物ネットワーク図の作成、位置情報→地図上にマッピング 
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Wikipediaの 
サムネイルと説明文 

日記上の出現年と数 

該当日記 



26 



27 



28 ※Wikipediaから緯度経度情報が取得できた場合のみ 



データの公開 
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別巻第1,2のデータセットを 
研究開発で活用できるような形で公開 



４．研究成果 
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研究目的に沿ってまとめてみると… 

 近現代日本語資料のTEIマークアップ手法の提案 
 内容的＆物理的構造のマークアップ方法に関する考察 
 資料集を事例に、もととなった資料のかたまりを基準にして構造化する手法 

 可視化と分析による多角的な研究アプローチの提案 
 カレンダー、グラフ、ネットワーク図、地図による可視化 
 テキストデータの全公開による研究へのデータ活用を支援 

 アーカイブズ資料への応用可能性の考察 
 原資料へのつながり → 原資料の活用促進 
 間接的ではあるが、原資料のTEIマークアップに参考になるのでは… 



５．今後の課題 
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1. 日本語特有の表現に対するTEIマークアップ手法の更なる考察 

2. 時間、人名、地名タグのブラッシュアップ 

3. この研究成果を『伝記資料』別巻第3～10の公開へどう活かすか… 

『伝記資料』別巻には書簡や、講演、談話、写真など、研究材料がまだまだ残っている… 



ご清聴ありがとうございました。 
渋沢栄一ダイアリー 
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